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自
分
自
身
の
健
康
管
理
が
ま
ず
第
一

　

増
え
続
け
る
医
療
費
は
国
民
健
康
保
険
の

会
計
を
圧
迫
し
、
国
保
税
の
ア
ッ
プ
を
招
き

ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の

健
康
に
心
掛
け
、
適
切
な
受
診
で
医
療
費
を

大
事
に
使
い
ま
し
よ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
の
医
療
費
を
負
担
す
る
大

切
な
制
度
で
す
。
そ
の
医
療
費
が

年
々
増
え
続
け
、
平
成
七
年
度
の

大
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

総
医
療
費
は
、
四
十
二
億
円
に
も

上
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
医
療
費
は
、
保

険
税
や
国
庫
支
出
金
そ
の
他
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
年
ご
ろ

ま
で
は
順
調
な
経
済
成
長
に
よ
り

個
人
所
得
が
伸
び
る
と
共
に
保
険

税
収
入
も
伸
び
、
増
え
続
け
る
医

療
費
に
も
何
と
か
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

景
気
の
低
迷
、
そ
し
て
過
去
の
よ

う
な
高
い
経
済
成
長
を
見
込
め
な

い
現
在
、
医
療
費
の
増
加
は
そ
の

ま
ま
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ

な
が
り
ま
す
。

一
人
の
医
療
費
が

　
　
　

約
三
十
五
万
円

　

保
険
税
は
す
べ
て
医
療
費
に
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
保
加
入
者

一
人
ひ
と
り
の
税
負
担
に
よ
っ
て

医
療
費
は
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
大
野
市
国
保
会
計
の
平
成
七

年
度
の
収
支
状
況
を
見
て
み
る

と
、
単
年
度
で
一
千
七
百
万
円
も

の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険

税
は
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
医
療
費
が
増
え

続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

自
己
負
担
を
含
ん
だ
一
人
当
た

り
の
国
保
加
入
者
の
医
療
費
を
十

年
前
と
比
較
す
る
と
、
十
八
万
二

百
四
十
円
か
ら
三
十
四
万
九
千
九

百
三
十
一
円
へ
と
二
倍
近
く
に
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
一
人

当
た
り
の
保
険
税
の
負
担
も
、
五

万
一
千
四
百
二
十
円
か
ら
八
万
八

十
一
円
へ
と
I
・
五
六
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
。
（
表
一
参
照
）

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
理
由
に

は
、
人
口
構
造
の
高
齢
化
。
日
々

進
歩
す
る
医
療
技
術
な
ど
医
療
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
は
成

人
病
な
ど
慢
性
疾
患
の
増
加
、
一

人
ひ
と
り
の
医
療
機
関
へ
の
掛
か

り
方
な
ど
が
医
療
費
を
引
き
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
保
以
外
の

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
も
同
じ

こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
っ
と
医
療

費
に
関
心
を
持
ち
ま
し
よ
う
。

医療費と保険税の推移



　

医
療
費
の
節
約
と
は
、
た
と
え

病
気
に
な
っ
て
も
医
療
機
関
に
掛

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
早
め
に
手
を
打
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
早
く
気
が
付
い
て

早
く
治
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
分

の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
普
段
か
ら
の
健
康
管
理
が

私
た
ち
に
で
き
る
医
療
費
抑
制
の

た
め
の
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

市
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
費

の
支
払
や
保
険
税
の
賦
課
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
保
加
入
者
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
保
健
事
業

も
重
要
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
く

だ
さ
い
。

☆
薬
草
教
室

　
　

野
山
を
散
策
し
な
が
ら
の
探

　

草
会
や
薬
草
料
理
教
室

☆
健
康
生
活
気
づ
き
教
室

　
　

自
分
に
あ
っ
た
生
活
改
善
方

　

法
を
知
り
、
実
践
す
る
大
切
さ

　

に
気
付
き
ま
し
よ
う
。
講
話
や

　

料
理
教
室
・
体
操
教
室
な
ど
。

☆
て
く
て
く
旅
行
ぐ
る
り
日
本

　

一
周

　
　

毎
日
頑
張
っ
て
歩
き
ま
し
よ

　

う
。
歩
く
健
康
法
を
実
践
。

☆
一
日
人
間
ド
ッ
ク

　
　

成
人
病
を
早
期
発
見
し
、
早

　

期
治
療
す
る
。

☆
薬
草
風
呂

　
　

薬
草
風
呂
で
ゆ
っ
た
り
、
の

　

ん
び
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
年
二

　

回
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
市
民

課
国
保
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
5
8
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
皆
さ
ん
が
実
践

し
て
い
る
健
康
法
や
健
康
づ
く
り

事
業
に
良
い
ア
イ
デ
ア
。
意
見
な

ど
も
ご
塵
絡
く
だ
さ
い
。

加
入
と
喪
失
は
必
ず
届
を

　

事
業
所
に
勤
め
始
め
て
、
大
野

市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
必
ず
二
週
間

以
内
に
両
方
の
保
険
証
と
印
鑑
を

持
参
の
上
、
国
保
喪
失
の
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
国
保
以
外

の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
間
に
市

の
国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
、
治

療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

勤
め
を
辞
め
て
国
保
に
加
人
す

る
場
合
は
、
事
業
所
の

社
会
保
険
資
格
喪
失
証

明
書
・
印
鑑
と
世
帯
内

で
国
保
加
入
者
が
い
る

と
き
は
市
国
民
健
康
保

険
証
を
持
っ
て
、
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
が
遅
れ
る

と
加
入
の
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
保
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

国
保
の
届
出
義
務
者

は
世
帯
主
で
す
。
勤
め

先
で
保
険
を
取
得
。
喪

失
し
て
も
市
役
所
へ
は
一
切
連
絡

が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
保
の
加
入
・

喪
失
は
十
四
日
以
内
に
市
役
所
市

民
課
市
民
窓
口
係
へ
届
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
①
聯
｛
谷
水
入
ニ
ダ

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
今
年
二
回
目
の
薬
草

風
呂
無
料
開
放
を
実
施
し
ま
す
。

　

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
親
子

の
ふ
れ
あ
い
●
疲
労
回
復
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
十
月
十
五
日
汚
午
後
三
時

　

～
八
時

場
所
市
内
全
公
衆
浴
場
九
ヵ
所

　

（
日
の
出
湯
・
亀
山
湯
・
改
盛

　

湯
・
長
命
湯
・
白
山
湯
・
キ
ュ

　

ー
ピ
ー
湯
。
鳳
湯
・
東
湯
・
松

　

湯
）

薬
草
の
種
類
乾
燥
し
た
ヨ
モ
ギ

　

ー
ド
ク
ダ
ミ
そ
の
他

春に行われた薬草教室の探草会

国）（保）（一）（□）（メ）（モ

国保の世帯主とは

　

国保は生まれたばかりの赤ん坊からお年

寄りまで、一人ひとりが平等に被保険者に

なります。そのため加入者を代表する世帯

主には、資格の取得・喪失の届出、保険税

の納付などの義務があるとともに、療養

費・葬祭費・出産育児一時金などの支給を

受ける権利もあります。

　

この権利と義務を行使するために、世帯

主は国保世帯の生計を維持し対外的にもリ

ーダーシップを持っていると認められる人

でなければなりません。さらに一定の事務

能力と保険税負担能力も必要です。

　

つまり世帯主は必ずしも国保に加入して

いる人とは限りませんし、住民登録上の世

帯主と異なる場合もあります。
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一
五
人
に
一
人
が
高
齢
者

人口は40，245人

　

平
成
七
年
十
月
実
施
の
国
勢
調

査
に
よ
る
大
野
市
の
確
定
人
口
が

四
万
こ
百
四
十
五
人
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
前
回
か
ら
は
七
百
四
十

六
人
の
減
少
で
す
。

　

大
野
市
の
人
口
は
市
制
施
行
後

の
国
勢
調
査
（
昭
和
三
十
年
）
で
は

四
万
七
千
六
百
こ
十
一
人
（
西
谷

村
三
千
四
百
三
十
六
人
含
む
）
で

し
た
。
そ
の
後
一
時
的
に
横
ば
い

に
な
っ
た
も
の
の
、
平
成
七
年
調

査
ま
で
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
年
と
平
成
七
年
の
五

歳
階
級
別
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
比

較
す
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
老

年
人
口
が
増
え
て
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
出
生
率
の
低

下
・
晩
婚
化
・
若
者
の
市
外
流
出

を
裏
付
け
る
よ
う
に
十
五
歳
未
満

の
年
少
人
口
や
こ
十
歳
代
・
三
十

歳
代
の
人
口
も
減
少
傾
向
で
す
。

　

特
に
老
年
人
口
は
八
千
三
百
こ

十
九
人
と
、
今
回
初
め
て
年
少
人

口
の
六
千
八
百
七
十
一
人
を
上
回

り
ま
し
た
。
老
年
人
口
率
は
こ

〇
・
七
む
に
な
り
、
市
民
の
五
人

に
一
人
は
高
齢
者
で
す
。
高
齢
化

を
反
映
し
て
平
均
年
齢
は
四
十

こ
・
七
歳
と
な
り
、
前
回
（
平
成

こ
年
）
の
四
十
・
七
歳
を
大
き
く

上
回
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
国
勢
調
査
の
結
果
を
詳

し
く
分
析
す
る
と
と
も
に
、
老
人

保
健
福
祉
計
画
や
第
三
次
総
合
計

画
後
期
計
画
に
基
づ
き
、
若
者
の

定
着
や
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を

図
る
た
め
の
諸
政
策
を
進
め
ま
す
。

国勢調査人口の推移

国勢調査人口ピラミッド

国勢調査年齢別人口の推移
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求
め
ま
す
豊
富
な
経
験
・
知
識

　

大
野
市
で
は
、
企
業
な
ど
で
活

躍
中
の
経
験
豊
富
な
人
材
を
求
め

て
い
ま
す
。
「
力
強
い
大
野
、
や

さ
し
い
大
野
」
づ
く
り
に
参
画
す

る
意
欲
の
あ
る
次
の
よ
う
な
人
は

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
U
タ
ー
ン
し
て
、
ふ
る
さ
と
大

　

野
に
貢
献
し
た
い

・
自
分
の
力
を
大
野
で
試
し
た
い

・
民
間
企
業
な
ど
で
得
た
豊
富
な

　

経
験
や
柔
軟
な
発
想
を
基
に
、

　

中
堅
職
員
と
し
て
活
躍
し
た
い

採
用
予
定
人
員
一
般
職
事
務
＝

　

2
人
程
度

受
験
資
格
昭
和
4
0
年
4
月
2

　

日
か
ら
昭
和
4
7
年
4
月
1
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
1
2
月
1
日
⑨

試
験
方
法
教
養
試
験
・
事
務
適

　

正
検
査
・
作
文
試
験
。
口
述
試

　

験
・
健
康
審
査

受
付
期
間
1
0
月
1
日
囚
か
ら
1
0

　

月
3
1
日
④
ま
で

申
込
方
法
市
総
務
課
職
員
係
に

　

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
明
記
の
う
え
、
写
真
を

　

は
っ
で
提
出
。
郵
便
で
申
込
用

　

紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

　

の
表
に
「
一
般
職
試
験
（
社
会

　

人
専
用
）
申
込
書
請
求
」
と
、

　

朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

　

て
1
3
0
円
切
手
を
同
封
の
う

　

え
〒
9
1
2
福
井
県
大
野
市
天

　

神
町
I
I
I
大
野
市
役
所
総
務

　

課
職
員
係
へ
送
付

問
合
せ
先
市
役
所
総
務
課
職
員

　

係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

2
2
3
）
ま
で

影路議員が逝去

　

8月27日、影路昭治市議会議員（59

歳。高砂町）が逝去されました。

　

平成7年2月の市議選で初当選し、

総務常任委員会副委員長、教育民生

常任委員会副委員長を務められました。

　

謹んでごめい福をお祈りいたします。

選挙管理委員長に

　　　　

長谷川久氏

　

9月4日、市選挙管理委員会は退

職した長谷川研一委員長の後任に、

長谷川久氏（72歳・中保）を選出し

ました。委員長職務代理者は永田房

子氏（72歳●新庄）。欠員の委員には

9月2日、北山由美子氏（57歳・牛

ヶ原）が就任しました。

馬え、窯渚会鱒Imm

，ご，－ダ・1jilliyシ；j

ホ
ー
ル
技
術
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
実
施

舞
台
、
音
響
、
照
明
を
自
分
た
ち
で

　

市
文
化
会
館
で
八
月
か
ら
市
民

を
対
象
に
、
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
育

成
の
た
め
の
研
修
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
の
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
文
化
会
館
は
、
市
の
文
化

活
動
の
拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
会
館
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
自
分
の
手
で
文
化

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
演
出
・
運
営

が
で
き
る
ホ
ー
ル
技
術
ス
タ
ッ
フ

が
必
要
で
す
。

　

研
修
内
容
は
、
「
舞
台
」
「
音
響
」

「
照
明
」
の
基
礎
的
な
講
義
と
会

館
の
機
材
を
実
際
に
使
っ
た
実
技

研
修
を
含
め
全
部
で
八
回
で
、
途

中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。
現

在
は
三
十
八
人
の
方
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

研
修
を
通
じ
て
文
化
イ
ベ
ン
ト

の
裏
方
の
役
割
や
重
要
性
を
認
識

し
て
い
た
だ
き
、
市
民
み
ん
な
で

イ
ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
た
め
の
リ

I
ダ
ー
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
、
市

教
育
委
員
会
で
は
考
え
て
い
ま

す
。
研
修
は
十
二
月
で
終
了
す
る

7
定
で
す
が
、
研
修
で
得
た
こ
と

を
基
に
、
そ
の
後
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

今
後
の
日
程
を
紹
介
し
ま
す
。

時
間
は
午
後
七
時
か
ら
で
す
。

（
最
終
日
は
午
前
九
時
か
ら
）

▽
十
月
八
日
㈹
講
義
「
照
明
と
は
」

▽
十
一
月
十
二
日
囚
実
技
「
照
明

設
備
の
仕
組
み
と
動
作
」
▽
十
一

月
十
九
日
内
実
技
「
舞
台
機
構
の

仕
組
み
と
動
作
」
▽
十
二
月
十
五

日
弁
実
技
「
実
際
の
音
響
・
照

明
・
舞
台
」

　

参
加
は
無
料
で
対
象
は
高
校
生

以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
研
修
だ
け
で
も
可
能
で
す
。
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
。
問
合
せ
先
市
文
化
会
館

　

（
公
6
6
・
5
4
1
0
）
ま
で



9月定例

市議会

一
般
会
計
に

五
億
四
百
六
十
四
万
円
を
追
加

　

第
二
百
八
十
七
回
九
月
定
例
市

議
会
は
、
九
月
十
日
か
ら
二
上
四

日
ま
で
開
か
れ
、
「
一
般
会
計
補

正
予
算
案
」
「
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
案
」
な
ど
十
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
五
億
四
百
六
十
四
万

三
千
円
か
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
百
四
上
九
億
六
千
三
百
七
十
万

八
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
と
比

べ
て
I
〇
・
〇
％
の
増
で
す
。

　

学
校
給
食
の
0
－
1
5
7
対
策

費
を
含
め
一
般
会
計
の
主
な
補
正

予
算
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

改修される三角公園

9月補正 一般会計の主な事業

●総務普

・健康保養施設整備事業・・・・・・・・・・・・1，593万円

◆民生費

・老人ホームヘルパー派遣事業・・・・・・・・・・・111万円

・老人福祉センター施設整備事業・・・・・・・・・・112万円

◆衛生費

・合併処理浄化槽設置整備事業補助・・・・・・・・・289万円

・じん芥処理施設維持管理経費・・・・・・・・・・・150万円

◆農林水産業費

・地域生産調整推進事業補助・・・・・・・・1億2，132万円

●県単土地改良事業●●●●●●●●●●●●●●●●980万円

・県営土地改良事業補助・・・・・・・・・・・・1，054万円

・県単林道改良事業・・・・・・・・・・・・・・2，005万円

◆商工費

・魅力ある夜間景観創出モデル事業・・・・・・・3，170万円

・空地空家活性化対策事業補助・・・・・・・・・・・100万円

◆土木費

・屋根融雪化促進事業補助・・・・・・・・・・・1，500万円

・道路整備事業（単独）・・・・・・・・・・・5，000万円

・河川改良事業（単独）・・・・・・・・・・・・5，000万円

・北部第三土地区画整理事業・・・・・・・・・・・・700万円

・街路整備事業（街路三番線）・・・・・・・・・2，292万円

・都市公園維持管理事業（三角公園）・・・・・・1，200万円

◆教育費

・小学校給食運営経費・・・・・・・・・・・・・・・212万円

・中学校給食運営経費・・・・・・・・・・・・・・・159万円

・スノーボード選手権大会開催補助・・・・・・・・・100万円

痴ほろ性専用のデイサービス開始

大野和光園の増築工事完了

　

十
月
か
ら
市
内
で
三
番
目
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
大
野
和

光
園
（
篠
座
7
9
－
H
）
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

で
、
総
面
積
は
約
一
千
百
平
方
ロ
。

一
階
が
新
設
さ
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

五
床
の
増
床
分
で
、
二
階
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
築
部
分
と

な
り
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
三
億

三
千
六
百
万
円
で
す
。

　

す
で
に
開
設
し
て
い
る
聖
和
園

と
一
乗
ハ
イ
ツ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
虚
弱
老
人
や
寝
た

き
り
老
人
が
対
象
で
す
が
、
こ
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
痴
ほ

う
性
老
人
が
対
象
で
す
。

　

痴
ほ
う
性
老
人
を
送
迎
し
て
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
心
身
機
能
の
維
持
と
介
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
定
員
は
八
人

で
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
受
け
入

れ
、
毎
日
の
通
所
も
可
能
で
す
。

県
内
で
は
四
番
目
の
施
設
に
な
り

ま
す
。

　

痴
ほ
う
症
で
困
っ
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
役
所
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
7
4
）
ま
で
。



エキサイティング

スポーツ

情X報｜ 爾駁1ポL芯1少年大会開かれる

　

県
体
協
創
立
5
0
周
年
記
念
第
3
2

回
福
井
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
が

九
月
一
日
に
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

を
は
じ
め
と
す
る
市
内
二
十
の
会

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

活
動
を
続
け
て
き
た
単
位
団
や
指

導
者
ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大

野
市
関
係
の
表
彰
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
優
秀
単
位
団
表
彰
】

富
田
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

有
終
南
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

有
終
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

有
終
東
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

大
会
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
約

三
千
八
百
人
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

員
ら
が
集
い
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
な
ど
九
競
技
に
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

競
技
の
ほ
か
に
低
学
年
が
参
加

す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
も
行
わ
れ
、
初

秋
の
大
野
を
楽
し
み
ま
し
た
。

●
県
体
協
創
立
5
0
周
年
記
念

　

第
3
3
回
奥
越
駅
伝

　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時
1
0
月
2
0
日
⑧
開
会
式
＝
午

　

前
9
時
3
0
分
ス
タ
ー
ト
＝
午

　

前
1
0
時
3
0
分

種
別
▼
1
部
（
一
般
・
大
学
生

　

の
男
子
）
▼
2
部
（
高
校
男
子
）

　

▼
3
部
（
一
般
・
高
校
の
女
子
）

　

▼
4
部
（
奥
越
管
内
の
職
場
）

　

▼
5
部
（
中
学
男
子
）
▼
6
部

　

（
中
学
女
子
）

コ
ー
ス
▼
1
～
3
部
＝
2
1
・
0

　

9
7
5
プ
（
ふ
れ
あ
い
公
園
～

　

木
本
・
往
復
5
区
）
▼
4
～
6

　

部
＝
1
2
プ
（
ふ
れ
あ
い
公
園
～

　

下
黒
谷
・
往
復
5
区
）

締
切
1
0
月
8
日
収

参
加
費
選
手
・
監
督
一
人
1
0

　

0
円

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
〒
9
1
2
大

　

野
市
天
神
町
1
－
1
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
5
3
1
）
ま
で

●
市
ス
ポ
レ
ク
祭
で

　
　
　
　

マ
ー
チ
ン
グ

　

1
0
月
1
0
日
④
に
開
か
れ
る
、
市

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

の
総
合
開
会
式
で
、
い
と
よ
保
育

園
児
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
間
午
前
9
時

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

。施設祉

スポット

⑥ 御清水会館

　

環
境
庁
の
名
水
百
選
に
も
選
ば

れ
て
い
る
御
清
水
は
、
古
く
よ
り

周
辺
住
民
の
生
活
用
水
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
城

下
町
越
前
大
野
の
観
光
名
所
の
一

つ
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

御
清
水
会
館
は
、
御
清
水
の
北

側
に
大
野
市
の
ま
ち
な
か
観
光
の

無
叫
休
憩
施
設
と
し
て
、
平
成
五

年
春
に
市
が
整
備
し
ま
し

た
。
以
来
、
観
光
客
の
憩

い
の
場
、
観
光
案
内
所
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
観
は
、
御
清
水
の
雰
囲

気
に
マ
ッ
チ
し
た
木
造
平

屋
建
て
の
切
妻
様
式
と
な

っ
て
い
ま
す
。
玄
関
に
は

「
水
の
ま
ち
お
お
の
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
手
押
し

ポ
ン
プ
や
御
清
水
の
風
情

を
感
じ
さ
せ
る
小
庭
園
も

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
部
に
は
、
歴
代
越
前

大
野
藩
主
土
井
公
が
江
戸

城
登
城
の
折
、
江
戸
城
本
丸
の
表

座
敷
「
雁
の
間
」
に
通
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
「
雁
の
間
」
を
模
し
て

茶
室
を
兼
ね
た
六
畳
と
八
畳
の
和

室
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

玄
関
口
に
は
、
越
前
和
紙
独
特

の
腰
の
強
さ
を
生
か
し
た
水
引
細

工
を
は
じ
め
、
大
野
の
名
産
、
特

産
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

近
く
に
来
ら
れ
た
と
き
に
は
、

観
光
客
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ

ん
も
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
午
前
9
時
～
午
後
5

　

時
休
館
日
4
月
～
H
月
＝
月
曜
日

　

と
祝
日
の
翌
日
1
2
月
～
3

　

月
＝
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末

　

年
始

問
合
せ
先
大
野
市
役
所
商
工
観

　

光
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
3
3
）
ま
で



痴ほう症

み
ん
な
で
理
解
し
て

　
　
　

助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を

　

先
日
、
痴
ほ
う
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
専
門
医
師
に
よ
る

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
痴
ほ
う
症
を
特
別
扱
い
や
、
や
っ

か
い
も
の
に
し
た
り
し
な
い
で
、
本
人
や
周
囲
の
人
た
ち

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
の
内
容
で
す
。

興
味
深
い
講
演
で
し
た
。
そ
の
講
演
内
容
を
中
心
に
痴
ほ

う
症
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

誰
も
が
持
っ
て
い
る
可
能
性

　

痴
ほ
う
症
は
、
六
十
五
歳
の
人

の
約
七
い
‥
、
八
十
五
歳
の
人
で
は

二
十
五
い
に
出
現
す
る
そ
う
で
す
。

こ
う
な
る
と
痴
ほ
う
症
は
病
気
で

は
な
く
、
年
を
と
っ
た
ら
程
度
の

差
は
あ
っ
て
も
、
誰
も
が
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
さ
そ
う
で
す
。

　

だ
れ
も
が
通
る
道
、
特
別
で
は

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
痴
ほ
う
老

人
を
受
け
と
め
る
第
一
歩
で
す
。

家
族
が
協
力
し
て

　

痴
ほ
う
老
人
の
世
話
が
大
変
な

こ
と
は
経
験
し
た
人
で
な
い
と
分

か
ら
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
痴
ほ
う
と
付
き
合
う
と
き
、
痴

ほ
う
へ
の
理
解
が
あ
れ
ば
少
し
ゆ

と
り
を
持
っ
て
上
手
に
世
話
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

痴
ほ
う
症
に
は

①
ま
だ
ら
痴
ほ
う
＝
正
常
な
状
態

　

と
痴
ほ
う
が
交
互
に
現
れ
る
。

②
短
期
記
憶
障
害
＝
そ
の
日
暮
ら

　

し
の
人
に
な
る
。
少
し
前
の
体

　

験
を
全
部
忘
れ
る
。

③
感
情
優
先
＝
な
ぜ
し
か
ら
れ
た

　

の
か
は
忘
れ
て
も
、
し
か
ら
れ

　

た
と
い
う
思
い
は
残
る
。

④
症
状
の
出
現
は
身
近
な
人
に
強

　

い
＝
世
話
を
す
る
人
が
犯
人
に

　

さ
れ
や
す
い
。

な
ど
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

痴
ほ
う
と
付
き
合
う
秘
け
つ
は

説
得
す
る
よ
り
受
け
入
れ
る
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
食
事
が
済
ん
だ

ば
か
り
な
の
に
「
ご
飯
を
ま
だ
食

べ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
ら
「
さ

っ
き
食
べ
た
で
し
ょ
う
」
と
言
う

よ
り
「
こ
れ
か
ら
作
り
ま
す
。
そ

の
前
に
あ
め
で
も
」
と
勧
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
孤
独
や
疎
外
、
屈
辱

を
経
験
さ
せ
た
り
、
役
割
を
取
り

上
げ
た
り
す
る
と
痴
ほ
う
を
悪
化

さ
せ
ま
す
。
ま
た
介
護
に
他
人
の

手
を
借
り
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

家
族
だ
け
で
は
感
情
的
に
な
っ
て

行
き
詰
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

他
人
だ
か
ら
こ
そ
痴
ほ
う
症
の
人

の
話
に
相
づ
ち
を
打
て
る
の
で
す
。

外
出
も
大
切
で
す

　

地
域
へ
の
迷
惑
を
恐
れ
な
い
こ

と
も
大
切
で
す
。
近
所
の
人
に
オ

ー
プ
ン
に
し
て
助
け
合
い
ま
し
ょ

う
。
日
ご
ろ
人
に
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
て
生
活
を
し

て
い
て
も
、
高
齢
化
が
進
む
中
安

心
し
て
暮
ら
す
に
は
、
迷
惑
を
認

め
合
う
地
域
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

　

は
い
か
い
す
る
の
を
近
所
の
人

が
見
か
け
た
ら
、
知
ら
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
頼
み
、
む
や
み
に
部
屋

に
閉
じ
込
め
た
り
は
し
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
よ
う
に
実
践
し
て
い

る
家
族
の
「
歩
き
た
い
の
に
閉
じ

込
め
た
ら
か
わ
い
そ
う
で
し
よ
」

と
い
う
て
言
に
は
、
ほ
っ
と
す
る

温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

痴
ほ
う
症
は
、
高
齢
化
社
会
に

と
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で

す
。
家
庭
や
地
域
が
特
別
視
す
る

こ
と
な
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

皆さんの健康づくりを後押しします．保健センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

ご存じですか

商品の表示や
こんなマーク

輸入の増加や健康ブームが拍車

　

皆
さ
ん
は
商
品
を
購
入
す
る
と
き
に
何
を
目
安
に
選
ん

で
い
ま
す
か
。
近
年
輸
入
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
た
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

商
品
が
供
給
さ
れ
、
内
容
の
よ
く
分
か
ら
な
い
商
品
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
商
品
に
付
い
て
い
る
表
示
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

原
産
地
表
示
と

栄
養
成
分
表
示

　

近
年
、
身
の
回
り
に
も
輸
入
品

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
食
品
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
一

部
の
食
品
に
「
原
産
地
表
示
」
と

「
栄
養
成
分
表
示
」
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

原
産
地
表
示

示を都まらのヶてまて地質省
を食表道し原五｀いしす表ま表が青
義肉示府た産品二るかが示た示定果
務にし県゜地目ンサし｀すはがめ物
付つま名具表にニト円義る原イたに
けいす｀体示つクィ高務よ産ド．つ
るて゜輸的がい｀モででう国ラ青い
方は人に義てブ｀輸は指をイ果て
向｀品は務はロな人あ導店ン物は
で原に国づ｀ツまがりさ頭“の農
検産は産け八コシ急まれにで一林
討国国にら月リイ増せてお｀般水
さ表名はれかl夕しぺいい産品産

れ
て
い
ま
す
。

栄
養
成
分
表
示

　

健
康
ブ
ー
ム
で
「
低
脂
肪
」
や

「
カ
ル
シ
ウ
ム
強
化
」
な
ど
栄
養

に
関
す
る
表
示
を
し
た
食
品
が
た

く
さ
ん
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
消
費
者
か
ら
、
本
当
に
表
示

の
と
お
り
な
の
か
ど
う
か
不
安
の

声
が
あ
る
た
め
、
五
月
か
ら
栄
養

表
示
基
準
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
加
工
食
品
な
ど
の
栄
養
成
分

に
つ
い
て
何
ら
か
の
表
示
を
す
る

場
合
に
は
、
必
ず
熱
量
、
タ
ン
パ

ク
質
、
脂
質
、
糖
質
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
お
よ
び
表
示
さ
れ
た
栄
養
成
分

の
含
有
量
を
表
示
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
豊
富
」
「
強
化
」
「
高
」

「
増
」
な
ど
の
よ
う
な
強
調
表
示
に

Zi＝i‘．l・－｀ZSj．。411；・lil、ミ。

酸性タイプと併用不可 子供に注意 目に注意

＆ニ．．I’“．

JL’1．j－f・V

火
気
厳
禁

火
気
厳
禁

接
触
禁
止

ダ・，；－

ひにちかづけない ひとにむけない
－

まきつけない

｀一一t゛●ミrあ⌒’1｀゛・●lt．自・．f

巻き込まれる

　　

－
挟まれる 切る、切断

は
、
含
有
量
が
一
定
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

P
L
法
に
よ
る
表
示

　

P
L
法
と
は
、
製
品
の
欠
陥
が

原
因
で
生
命
や
身
体
ま
た
は
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
製

品
の
製
造
業
者
や
輸
入
業
者
に
損

害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
も
の
で
す
。
平
成
七
年
七

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
行
後
、
保
管
や
使
用
上
の
注

意
な
ど
を
呼
び
か
け
る
警
告
マ
ー

ク
が
付
い
た
商
品
を
見
か
け
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

P
L
法
が
施
行
さ
れ
て
も
、
消
費

者
の
誤
っ
た
使
用
に
よ
る
事
故
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

各
業
界
で
は
、
製
品
の
使
用
方

法
を
誤
る
と
危
険
で
あ
る
こ
と
を

示
す
警
告
マ
ー
ク
で
、
消
費
者
に

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

消恥，活に311するご相靴｜費者相談センターへ・豊66・111り463
r市役所

些沿：ぷ刎副しI



市民⑩

ペーまジ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　　　

おっと、危ない

（南部児童センター一輪車大会）

＜るー・39登場

　　　

RCF

（ラジオコントロールフライヤーズ）

手
作
り
の
飛
行
機
を
大
空
に

　

R
F
C
（
ラ
ジ
オ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
）
は
、
ラ
ジ
コ

ン
の
飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

愛
好
者
の
集
ま
り
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ラ
ジ
コ
ン
の
飛
行
機

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
楽
し
ん
で
い

た
仲
間
が
、
騒
音
や
事
故
防
止
の

た
め
に
声
を
掛
け
合
い
、
ク
ラ
ブ

が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八

年
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
二
十
二
人
で
、

夫
婦
で
楽
し
ん
で
い
る
会
員
も
い

ま
す
。
土
曜
日
と
日
曜
日
の
午
後

に
集
ま
り
、
自
由
に
飛
ば
し
て
い

ま
す
。
活
動
場
所
は
真
名
川
河
川

敷
で
、
君
ケ
代
橋
と
J
R
九
頭
竜

線
鉄
橋
の
間
で
す
。
ク
ラ
ブ
で
は

飛
行
場
の
草
刈
り
や
周
辺
の
美
化

に
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
対
抗
な
ど
の
競
技
会
に

出
場
し
、
好
成
績
を
あ
げ
る
会
員

も
い
ま
す
。
飛
行
技
術
の
検
定
試

験
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

機
体
は
完
成
品
で
二
万
円
程
度
。

エ
ン
ジ
ン
は
五
千
円
程
度
か
ら
あ

り
ま
す
。
手
作
り
の
キ
ッ
ト
だ
と

機
体
も
五
千
円
く
ら
い
で
済
み
ま

す
。
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
自
分
で

楽
し
み
な
が
ら
作
成
し
た
機
体
を

持
っ
て
い
ま
す
。
維
持
費

も
燃
料
費
が
ほ
と
ん
ど
で
、

月
二
・
三
千
円
で
済
む
そ

う
で
す
。

　

初
心
者
で
も
I
～
二
ヵ

月
で
飛
ば
せ
る
よ
う
に
な

る
と
の
こ
と
で
す
。
最
近

は
、
技
術
の
進
歩
で
二
台

の
操
縦
機
を
つ
な
げ
る
よ

う
に
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
が

初
心
者
を
指
導
し
な
が
ら

飛
行
技
術
を
教
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
の
宮
内
嘉
彦
さ
ん

（
春
日
三
）
は
「
ど
ん
な

に
慣
れ
て
も
新
し
い
機
体

を
飛
ば
す
と
き
に
は
、
緊

張
し
ま
す
。
自
分
の
手
で
自
由
に

操
る
気
分
は
最
高
で
す
」
と
子
供

の
よ
う
な
笑
顔
で
し
た
。

　

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
は
、

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
す
。
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
、
宮
内
嘉
彦
さ
ん
（
豊

6
5
・
1
3
7
5
）
ま
で
。

フックトーク

たいt

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
本
の
内

容
に
つ
い
て
お
話
す
る
こ
と
で
す
。

今
月
か
ら
図
書
館
の
本
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
読
ん
で
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

本
と
の
よ
い
出
会
い
を
…
…
。

『
読
書
は
パ
ワ
ー
』

　
　

「
読
書
し
て
ま
す
か
」
と
聞
く

と
、
好
き
で
た
ま
ら
な
い
、
時
間

や
興
味
が
無
い
な
ど
答
え
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
興
味
の
無
い
人
で
も
、

学
生
時
代
に
感
想
文
を
書
い
た
り
、

子
供
に
読
ん
で
と
せ
が
ま
れ
た
り
、

ど
こ
か
で
本
と
か
か
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
由
で
気
ま
ま
な
読
書
…
い
い

言
葉
で
す
ね
。
漫
画
で
も
軽
い
内

容
の
も
の
で
も
、
何
で
も
い
い
ん

で
す
。
『
読
書
は
パ
ワ
ー
』
で
は
、

漫
画
本
に
も
幅
広
い
読
書
レ
ベ
ル

が
あ
る
、
漫
画
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
読
書
に
導
か
れ
る
と
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
論
文
の
翻
訳
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
実
験
結
果
・
デ
ー
タ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
部
読

む
の
は
大
変
だ
っ
た
ら
、
「
欄
外

要
約
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。
短
く

ま
と
め
ら
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
に
結

論
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が

論
文
の
強
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

読
書
は
パ
ワ
ー
。
つ
ま
り
何
も

難
し
い
本
で
な
く
て
も
読
み
た
い

本
を
読
め
ば
、
広
い
意
味
で
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
ん

な
力
が
読
書
に
は
あ
り
ま
す
。
自

信
を
持
っ
て
好
き
な
本
を
ど
ん
ど

ん
読
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
市
図
書
館
（
容
6
5
。

　

5
5
0
0
）
ま
で

　　　

『読書はパワー』

スティーブン・クラッシェン著

　　　

長倉美恵子他訳

　　　　　

金の星社



私屯／crVこ，そ

越
前
こ
ぶ
し
組
の
皆
さ
ん
が
ん
ば
つ
て

　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

大
野
市
の
人
力
車
に
つ
い
て
見
か

け
ま
す
。
自
分
た
ち
の
お
金
で
人

力
車
を
買
っ
て
、
自
分
た
ち
で
引

い
て
大
野
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

す
る
な
ん
て
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。

　

特
に
古
い
街
並
み
が
残
る
大
野

に
は
、
人
力
車
は
と
て
も
よ
く
似

合
い
ま
す
。
ま
た
大
野
の
観
光
発

展
に
も
役
立
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
一
度
乗
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
市
内
の
人
が
人
力
車

に
乗
る
場
合
は
、
た
だ
な
の
で
し

よ
う
か
。
私
は
高
校
生
な
の
で
お

小
遣
い
の
範
囲
で
乗
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
土
地
か
ら
や
っ
て
来

た
観
光
客
が
、
こ
の
街
を
楽
し
ん

で
、
そ
し
て
喜
ん
で
帰
っ
て
も
ら

っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
も
、
こ
ぶ
し
組
の
皆
さ

ん
の
よ
う
に
町
づ
く
り
に
協
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加
で

き
る
の
な
ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

た
い
で
す
。

　

こ
ぶ
し
組
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援

し
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
市
内
1
6
歳
匿
名
希
望
）

　

越
前
こ
ぶ
し
組
は
、
市
や
そ
の

他
の
団
体
か
ら
の
援
助
は
受
け
ず
、

自
分
た
ち
の
手
で
準
備
、
運
営
し

て
い
ま
す
。
現
在
人
力
車
を
引
い

て
い
る
車
夫
は
十
三
人
い
て
、
す

べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

乗
車
代
金
は
二
台
目
の
人
力
車

を
購
入
す
る
た
め
、
大
野
市
民
が

利
用
し
て
も
乗
車
代
金
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　

越
前
こ
ぶ
し
組
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
の
で
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
人
力
車
を
利
用
し
て
、

二
台
目
の
購
入
に
協
力
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ほ
か
の
方
法
で
こ
ぶ
し
組
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
、
毎
週

土
曜
日
と
日
曜
日
、
祝
日
に
元
町

会
館
で
メ
ン
バ
ー
が
待
機
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
組
頭
朝
日
正
幸
）

寧毬草可莉Meフズ

邑が賄瞼

国
体
に
燃
え
た
1
5
歳
の
夏

兼
井
彩
子
さ
ん
（
土
庄
中
3
年
今
井
）

　

兼
井
彩
子
さ
ん
は
、
九
月
八
日

か
ら
十
一
日
ま
で
広
島
県
で
開
か

れ
た
、
第
五
十
一
回
国
民
体
育
大

会
夏
季
大
会
に
福
井
県
を
代
表
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
時
か
ら
泳
ぐ
こ
と
が
大

好
き
で
、
大
野
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。
今

年
か
ら
記
録
向
上
の
た
め
、
ラ
イ

バ
ル
の
い
る
福
井
の
ス
ク
ー
ル
で

練
習
し
て
い
ま
す
。
得
意
な
種
目

は
、
自
由
形
と
平
泳
ぎ
で
す
。

　

国
体
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
た
の
で
、
参
加
が
決
定
し
た

と
き
は
感
激
し
ま
し
た
。
大
会
で

は
個
人
百
い
平
泳
ぎ
と
リ
レ
ー
に

出
場
し
ま
し
た
。
試
合
で
は
普
段

と
違
う
雰
囲
気
に
緊
張
し
、
ス
タ

ー
ト
ま
で
の
時
間
が
非
常
に
短
く

感
じ
た
そ
う
で
す
。
惜
し
く
も
す

べ
て
予
選
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、

持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
で
自
己
ベ
ス
ト

を
更
新
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
有
名
選
手
に

会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
と
照
れ
な

が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
毎
日
練
習
し
て
い
ま

し
た
が
、
高
校
受
験
の
た
め
週
に

二
～
三
回
し
か
練
習
で
き
な
い
こ

と
が
残
念
で
す
。
「
高
校
に
入
っ

て
、
も
っ
と
頑
張
り
た
い
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
が
目
標
で

す
」
と
話
す
兼
井
さ
ん
の
笑
顔
に

は
、
一
つ
の
目
標
に
向
う
力
強
さ

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
。

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
岳
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お手元の調査票。もれなくご記入ください。
折らなしXで4．調査票。， 調査票を受け取りに伺います。

10月1日は事業所・企業統計調査。
調査票が届いたら、‥－緒にお渡しし

ました「調査票の記入のしかた」を

ご覧の上、もれなく記入してくださ
い。折ったり、丸めたり、汚したり

しないようにお願いします。調査票
は10月1日以後、調査員が受け取り

に伺います。ご協力をお願いいたし
ます。

平成8年10月1日（火）

総務庁統計局大野市



観光宣伝は任せて

ミスおおの’96決まる

　

ミスおおの’96コンテストが9月8日に越前

信用金庫本店で開かれました。市内をはじめ

福井市、勝山市などから19歳から25歳まで19

人が応募。2次にわたった審査の結果、長谷

川さやかさん（糸魚町・写真右）、品川芽久美

さん（鯖江市・写真中）、松田和美さん（野中

・写真左）が8代目のミスに決まりました。

日月から1年間、大野の観光宣伝、イベント

などで活躍します。

大野の未来を考えよう

小学生が子供サミットを開催

　

8月23日、「21世紀に飛翔く児童生徒育成

事業」の‥一つとして、市教育委員会主催によ

る［未来の大野］をテーマにしたニ丘供サミッ

トが開かれました。市内の全小学校から5・

6年生53人が参加、交通や産業などのテーマ

別に10班に分かれ、話し合った結果を絵にし

て発表を行いました。地下水保全やイトヨの

飼育、遊園地の設置など大野の未来について

さまざまな意見が出されました。来年1月に

は中学生のサミットが開かれます。

皆なでかいた火の用心

消防ポンプ小屋に防火絵画

　

夏休み中、市内の小学生が各地区の消防ポ

ンプ小屋のシャッターに防火のための絵をか

きました。これは大野地区消防本部が児童へ

の防火教育の一つとして、また地域住民の防

火意識を高めることが目的です。絵画は市内

の全ポンプ小屋21ヵ所のシャッターに、校区

の小学生がテーマを選んで手がきしました。

今後は2年おきにかき換えていく予定です。

扇備回底酒
tま゜で涼。。二



話詣回生酒
まちづくりを市民の手で

都市マスタープラン策定委員会

　

9月4日、大野市が目指すべき都市の将来像

を具体的に示す大野市都市スタープラン策定委

員会の1回目の会合が、市役所で開かれました、

策定委員会は、学識経験者やまちづくり市民会

議のメンバー、公募により選ばれた6人の市民

を含む23人で構成されています。委員長に福井

大学の玉置伸吾教授が選ばれ、市がまとめた基

礎資料を基に現況や今後の課題について活発に

意見が交わされました。委員会では来年3月ま

でにプランをまとめる予定です。

今年も力作ぞろい

　　

市美術展に230点

　

8月30日から9月1日まで、有終会館で第

17回大野市美術展が開かれました。市内をは

じめ近隣市町村の美術愛好家からの作品が展

示されました。今年は絵画、造形、彫塑、書

道、写真の5部門に、昨年よりやや多い約2

30点の出品がありました。どれも作者の思

いが伝わってくる力作ばかりで、会場を訪れ

た人は作品の出来栄えに感心していました。

公開番組「小朝が参りました」

　

満員の会場は笑いの渦

　

8月28日、文化会館でNHK公開番組「ふ

るさと愉快亭小朝が参りました」の収録が

行われました。テレビでも人気の番組とあっ

て大ホールは大勢の市民で満席。生で聞く落

語に会場は大爆笑の連続、諸国漫遊塾では七

間朝市や御清水など大野にちなんだ問題が出

され、全国に発信されました。放送は9月29

日でした。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

10月

●
文
化
会
館
の

　
　
　

予
約
申
し
込
み

　

平
成
9
年
度
（
平
成
9
年
4
月

1
日
～
1
0
年
3
月
3
1
日
）
の
文
化

会
館
の
使
用
予
約
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

　

電
話
で
の
予
約
に
は
、
一
切
応

じ
ま
せ
ん
。
利
用
希
望
の
人
は
、

直
接
文
化
会
館
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
（
休
館
日
に
ご
注
意
）

受
付
開
始
1
0
月
1
2
日
①
午
前
8

　

時
3
0
分

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の

　

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

問
合
せ
先
文
化
会
館
（
有
明
町

　

H
－
1
0
豊
6
6
・
5
4
1
0
）

　

ま
で

●
大
野
准
看
護
学
院
の

　
　
　

入
学
生
を
募
集

　

あ
な
た
も
准
看
護
婦
（
士
）
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。
大
野
准
看
護

学
院
で
は
、
次
の
と
お
り
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
数
男
女
合
わ
せ
て
1
5
人

資
格
中
学
卒
業
程
度

入
学
試
験
第
1
次
＝
1
0
月
1
5
日

　

収
午
前
9
時
・
第
2
次
＝
1
2
月

　

1
0
日
収
午
前
9
時

試
験
科
目
国
語
・
理
科
（
生
物
）

　

・
面
接

修
業
年
限
2
年

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
准
看
護

　

学
院
（
篠
座
1
1
7
－
6
－
1

　

豊
6
6
・
4
6
7
1
）
ま
で

●
年
金
の
無
料
相
談

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業

者
年
金
に
関
す
る
無
料
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
や

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な

こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
日
時
1
0
月
1
5
日
吉
午
前
1
0
時

　
　

～
午
後
3
時

　

場
所
大
野
織
物
工
業
協
同
組

　
　

合
2
階

★
日
時
1
0
月
2
6
日
①
午
前
9
時

　
　

～
午
後
4
時

　

場
所
上
庄
農
協
本
所
（
J
A

　
　

フ
ェ
ス
タ
m
上
庄
会
場
内
）

★
日
時
H
月
9
日
①
・
1
0
日
旬

　
　

午
前
哨
一
時
～
午
後
4
時

　

場
所
有
終
会
館
（
産
業
フ
ェ

　
　

ア
ー
会
場
内
）

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
年
金

　

係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

5
5
）
ま
で

●
合
併
処
理
浄
化
槽
の

　
　

設
置
計
画
を
調
査

　

市
で
は
生
活
雑
排
水
に
よ
る
河

川
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
き
れ

い
な
水
に
し
て
美
し
い
自
然
を
守

る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
実
施
予
定
数
を
把
握

す
る
た
め
、
1
0
月
中
に
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
計
画
の
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

設
置
予
定
の
あ
る
人
は
、
必
ず

各
区
長
を
通
じ
、
市
保
健
衛
生
課

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
市
役
所
保
健
衛
生
課

　
　

（
酋
6
5
・
7
3
3
3
）
ま
で

●
1
0
月
は
高
年
齢
者

　

雇
用
促
進
月
間
で
す

　

高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、

高
年
齢
者
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
す
。

　

労
働
省
で
は
、
高
年
齢
者
の
継

続
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
、
1
0
月

を
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
と
定

め
、
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

野
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）
ま
で
。

●
六
呂
師
高
原

　
　
　
　
　

す
す
き
祭

　

高
原
を
渡
る
さ
わ
や
か
な
風
に

な
び
く
ス
ス
キ
は
、
秋
の
六
呂
師

高
原
な
ら
で
は
の
風
景
で
す
。
自

然
に
触
れ
、
ふ
る
さ
と
の
秋
を
満

喫
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
6
日
⑧
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時
（
雨
天
の
場
合
は
一

　

部
内
容
を
変
更
し
て
実
施
）

場
所
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

内
容
巨
大
ス
ス
キ
オ
ブ
ジ
ェ

　

「
花
ブ
ラ
ン
コ
」
・
創
作
教
室
・

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
す
す

　

き
茶
屋
な
ど

問
合
せ
先
六
呂
師
高
原
振
興
会

　

（
a
3
7
・
1
3
0
1
）
ま
で

●
難
病
治
療
中
の
人
へ

　

1
年
以
上
市
内
に
住
み
、
い
わ

ゆ
る
難
病
の
治
療
で
6
ヵ
月
以
上

入
院
や
通
院
を
継
続
し
て
い
る
人

に
、
特
別
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
の
う

え
、
1
0
月
2
5
日
②
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
市
保
健
セ
ン

　

タ
ー
（
容
6
5
・
7
3
3
3
）
ま
で

交通
安全

＾
k
H
＾
N

ポ
イ
・
＼
卜

交
通
マ
ナ
ー
日
本
一
・
福
井

運
動
県
民
指
標

　

県
で
は
、
平
成
八
年
八
月
か

ら
平
成
十
年
度
ま
で
の
三
年
間
。

「
交
通
マ
ナ
ー
日
本
一
・
福
井
」

運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
県
民
指
標
を
設
定
し
ま

し
た
。
各
職
場
や
ク
ラ
ブ
の
会

議
な
ど
に
お
い
て
唱
和
し
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ

ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
よ
う
。

　

私
た
ち
、
○
○
は
「
交
通
マ

ナ
ー
日
本
一
・
福
井
」
運
動
に

進
ん
で
参
加
す
る
と
と
も
に
、

次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
車
に
乗
れ
ば

　

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め

　

ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
ゆ
と
り
を
持

　

っ
て
黄
色
信
号
で
止
ま
り
ま

　

す
。

一
、
私
た
ち
は
、
分
か
り
や
す

　

い
早
め
の
進
路
変
更
合
図
を

　

行
い
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
左
右
の
安
全

　

を
よ
く
確
か
め
て
道
路
を
横

　

断
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
夜
間
外
出
時

　

に
反
射
材
を
付
け
る
な
ど
目

　

立
つ
工
夫
を
し
ま
す
。

　

ま
た
十
月
四
日
か
ら
各
地
区

で
、
自
動
車
運
転
講
習
会
（
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。



●INFORMATION

●
屋
根
融
雪
装
置
の

　
　
　
　
　

設
置
に
補
助

　

市
で
は
雪
に
強
い
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
居
住
す
る
個

人
住
宅
に
、
県
が
認
定
し
た
屋
根

融
雪
装
置
を
設
置
す
る
人
へ
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
設
置
に
要
す
る
金
額

　

の
3
分
の
I
で
限
度
額
6
0
万
円

申
込
期
限
1
0
月
H
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
建
設

　

課
管
理
建
築
係
（
容
6
6
・
I
I

I
I
内
線
3
4
7
）
ま
で

・
市
総
合
文
化
祭
の

　
　
　

展
示
作
品
募
集

　

H
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
開
か

れ
る
、
市
総
合
文
化
祭
の
展
示
部

門
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

絵
画
、
書
道
、
工
芸
、
写
真
、

そ
の
他
で
出
品
点
数
や
作
品
の
規

格
は
自
由
で
す
。

締
切
1
0
月
9
日
⑥

搬
入
1
0
月
3
1
日
④

申
込
●
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

会
文
化
振
興
室
（
容
6
6
・
1
1

1
1
内
線
5
4
7
）
ま
で

●
犬
の
予
防
注
射
は

　
　

済
ん
で
い
ま
す
か

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
業
獣

医
師
に
注
射
を
受
け
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
、

予
防
注
射
と
登
録
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
死
ん
だ
り
、
他
人

に
譲
っ
た
場
合
も
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

（
容
6
5
・
7
3
3
3
）
ま
で

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

　

の
研
修
を
し
ま
す

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
す
る
に
当
た
っ
て
、
必
要
な
知

識
と
技
術
の
基
礎
を
習
得
す
る
も

の
で
す
。

期
日
H
月
9
日
①
・
1
5
日
②
・

　

1
6
日
①
。
2
1
日
④
・
2
8
日
④
・

　

3
0
日
①
・
1
2
月
7
日
①
・
1
4
日

　

①
・
2
1
日
①
・
1
月
1
8
日
①

　
　

（
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

場
所
有
終
会
館
・
勝
山
市
教
育

　

福
祉
会
館
・
聖
和
園

対
象
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に
従
事
し

　

よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
・
在
宅

　

ヶ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

　

動
を
希
望
す
る
人

研
修
内
容
3
級
課
程
（
講
議
・

　

実
技
講
習
・
実
習
）

定
員
匹
一
人

受
講
料
1
0
0
0
円
と
テ
キ
ス

　

ト
代

締
切
1
0
月
1
8
日
②

申
込
．
問
合
せ
先
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
（
天
神
町
1
－
1
9
容

　

6
5
・
8
7
7
3
）
ま
で

・
1
6
‥
映
写
機
の

　

操
作
技
術
認
定
講
習
会

　

1
6
、
、
、
リ
映
写
に
は
、
操
作
免
許
の

所
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
資
格
を
取
得
し
ま
し

よ
’
つ
。

日
時
1
0
月
1
2
日
①
午
前
1
0
時
3
0

　

分
～
午
後
3
時

場
所
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

（
市
図
書
館
2
階
）

受
講
料
7
5
0
円

持
ち
物
筆
記
用
具
、
昼
食

定
員
5
人

申
込
方
法
所
定
の
申
込
書
で
視

　

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
（
電
話

　

で
の
申
し
込
み
も
可
能
）

締
切
1
0
月
9
日
⑥

問
合
せ
先
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

　

リ
ー
（
豊
6
5
．
5
5
0
0
）

●
一
日
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
開
催

　

仕
事
や
雇
用
保
倹
・
年
金
の
こ

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
5
日
②

場
所
リ
ブ
レ
ー
階
西
口

問
合
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　

（
容
6
6
・
2
4
0
8
）
ま
で

●
用
水
の
断
（
減
）
水
に

　

ご
注
意

　

真
名
川
よ
り
取
水
し
て
い
る
農

業
用
水
路
が
、
改
修
工
事
に
よ
り

断
水
ま
た
は
減
水
し
ま
す
。

【
堀
兼
上
江
用
水
路
、
堀
兼
中
江

用
水
路
、
堀
兼
下
江
用
水
路
、
明

後
幹
線
用
水
路
お
よ
び
支
線
用
水

路
】

期
間
1
0
月
1
日
汚
か
ら
1
2
月
中

　

旬

【
大
井
中
江
第
2
号
用
水
路
お
よ

び
支
線
用
水
路
】

期
間
1
0
月
1
日
収
か
ら
平
成
9

　

年
3
月
2
5
日
①

問
合
せ
先
県
奥
越
耕
地
事
務
所

　

（
豊
6
5
・
1
2
8
0
）
ま
で

阪
神
・
淡
路
大
震
災
義
援
金

第
－
二
次
配
分
が
行
わ
れ
ま
す

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
、
義
援
金
の
第
三
次

配
分
（
生
活
支
援
金
）
が
行
わ
れ

ま
す
。

対
象
住
宅
が
全
・
半
壊
（
焼
）

　

し
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
平

　

成
7
年
の
総
所
得
金
額
が
6
9

　

0
万
円
以
下
の
世
帯

支
給
額
―
世
帯
当
り
m
一
万
円

必
要
書
類
所
定
の
申
込
書
、
り

　

災
・
課
税
証
明
な
ど

提
出
先
・
問
合
せ
先
震
災
時
に

　

居
住
し
て
い
た
市
町
の
担
当
課

　

ま
で

10月13日～19日は行政相談週間

官公署への苦情や意見、要望をご相談ください

　

毎日の暮らしの中で、官公署の仕事についての苦情や意見、要望は

ありませんか。全国5，000人の行政相談委員は、皆さんから官公

署の仕事についての苦情などをお聞きしています。口頭、電話、手紙

のいずれの方法でも結構です。

　

相談は無料で、秘密は守られますので、どなたでもお気軽にご相談

ください。

　　

定例行政相談日時毎月第1・3木曜日

　　　　　　　　　　　　　

午後1時30分～4時

　　　　　　　　　　

場所有終会館

行政相談委員

　

吉田とみ子さん本町3－1（豊66－3261）

　

三宅嵩さん天神町7一4（豊65●0584）
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・

色）

旧
大
野
高
校
を
写
し
た
ビ
デ
オ

　
　
　

松
本
成
樹
さ
ん
（
若
杉
町
）

　

若
杉
町
の
松
本
成
樹
さ
ん
（
3
0
歳
）
の
宝

は
、
旧
大
野
高
校
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
で
す
。
約
九
分
間
に
懐
か
し
い
校
舎
や
部

活
動
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
四
年
の
旧
盆
に
高
校
の
同
窓
会
を
開

く
こ
と
に
な
り
、
帰
省
し
て
く
る
級
友
た
ち

が
喜
ぶ
企
画
を
し
よ
う
と
友
人
た
ち
と
相
談

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
校
舎
取
り
壊
し
の

話
を
聞
い
て
、
二
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
校
舎
を
撮
影
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

同
級
生
三
人
と
構
想
を
練
り
、
さ
っ
そ
く
撮

影
を
開
始
。
大
野
高
校
の
先
生
も
心
よ
く
協

力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
特
に
ビ
デ
オ
撮
影
が
趣
味

だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
機
材
も
家

庭
用
の
小
型
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使
い
ま
し
た
。

編
集
も
普
通
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
使
用
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
巧
み
に
編
集
さ
れ
、
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
も
つ
い
て
在
り
し
日
の
校
舎
が
鮮

明
に
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
定
ど
お
り
同
窓
会
で
上
映
し
た
と
こ
ろ

み
ん
な
大
喜
び
で
、
何
本
か
複
製
し
て
分
け

た
ほ
ど
で
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
高
校
時
代
の
級
友
は
み
ん
な

個
性
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
か
っ
て
に
や
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
体
育
祭
や
文
化
祭

な
ど
で
は
団
結
心
を
発
揮
し
た
と
い
い
ま
す
。

特
に
ク
ラ
ス
で
自
主
的
に
卒
業
文
集
を
作
成

し
た
こ
と
は
、
良
い
思
い
出
で
す
。

　

今
も
時
々
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
こ
の
ビ

デ
オ
を
取
り
出
し
て
見
て
い
ま
す
。
校
舎
取

り
壊
し
の
時
も
撮
影
し
た
の
で
、
撮
り
貯
め

た
分
と
合
せ
て
再
編
集
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
は
「
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
校
舎
が
無
く
な
っ
た
の
は
、
寂
し
く
思

い
ま
す
。
ビ
デ
オ
を
見
る
た
び
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
校
舎
で
も
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
、
在
校
生
に
エ
ー
ル

を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11，481世帯 △11世帯

人目 41，450人 △30人

内訳
男 19，809人 △12人

女 21，641人 △18人

8月中の異動
転入 35人 出生 19人

転出 54人 死亡 30人

市内の交通事故状況（9ヵ、69）

件数内訳
平成8年

8月末

平成7年

8月末
比較

総件数 339件 367件 △28件

人
身

事
故

件数 90件 103件 △13件

死者 1人 O人 1人

傷者 122人 138人 △16人

物損事故 249件 264件 △15件

表
紙
の
こ
と
ば

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
九
月
十

一
日
、
小
学
校
連
合
体
育
大
会

が
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生

は
和
泉
村
を
含
め
て
約
一
千
百

人
。
数
年
前
ま
で
の
土
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
比
べ
る
と
夢
の
よ
う

で
す
。
－
位
に
な
っ
て
も
、
転

ん
で
し
ま
っ
て
も
良
い
思
い
出

が
残
つ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

編
集
後
記

　

平
成
七
年
の
国
勢
調
査
で
、

人
口
は
四
万
人
台
を
保
つ
た
も

の
の
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
年

人
口
は
全
体
の
二
〇
計
を
超
え

ま
し
た
。
市
民
の
五
人
に
一
人

を
占
め
る
お
年
寄
り
。
ま
す
ま

す
高
齢
化
社
会
へ
と
進
む
今
、

健
康
・
福
祉
△
雇
用
な
ど
地
域

全
体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

月弐9111

　

今
年
は
地
方
自
治
体

の
レ
ベ
ル
で
大
き
な
課

題
に
つ
い
て
住
民
の
意

向
を
直
接
聞
く
「
住
民

投
票
」
が
行
わ
れ
た
。

私
た
ち
も
投
票
の
結
果

に
大
き
な
関
心
を
持
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新

潟
県
巻
町
の
原
発
誘
致
の
懸
案
に
し
て
も
、
沖

縄
県
の
米
軍
基
地
問
題
に
し
て
も
、
関
係
の
あ

る
自
治
体
の
み
の
問
題
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、

国
民
の
多
く
が
そ
の
成
り
行
き
に
注
目
し
た
の

で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で
昨
年
新
し
い
試
み
と
し
て

始
め
ら
れ
た
「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
第

二
回
目
の
募
集
が
、
先
月
行
わ
れ
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
力
強
い
大
野
を
実
現
す
る
た
め
に
」

で
あ
り
、
市
民
か
ら
の
具
体
的
な
提
言
を
聞
こ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
▼
行
政
の
側
に
は
市
民

が
何
を
望
ん
で
い
る
か
、
ど
ん
な
不
満
を
持
っ

て
い
る
の
か
、
そ
の
本
音
を
把
握
し
に
く
い
と

い
う
恐
れ
が
あ
る
。
市
民
に
も
言
い
た
い
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
が
、
そ
れ
が
行
政
に
届
か
な

い
と
い
う
不
満
が
あ
る
▼
「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
市
民
提
案
箱
「
や
ま
び
こ
」
へ
の
投
書

と
い
う
方
法
は
、
き
わ
め
て
控
え
め
で
ソ
フ
ト

で
あ
る
が
、
実
は
住
民
の
市
政
へ
の
直
接
参
加

と
し
て
大
事
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
昨
年
も
提
案
し
た
が
、
今
年
も
愚
見
を

投
か
ん
し
た
一
人
で
あ
る
▼
大
野
市
の
人
口
は

昨
年
十
月
の
国
勢
調
査
の
結
果
で
も
四
万
人
台

に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
批
判
は

あ
る
が
、
底
力
は
十
分
あ
る
と
思
う
▼
行
政
は

市
民
の
提
言
を
謙
虚
に
受
け
と
め
、
力
強
い
大

野
を
実
現
さ
せ
る
施
策
に
少
し
で
も
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
。
住
民
投
票
以
上
に
、
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
強
い
関
心
を
持
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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